
令和６年能登半島地震への対応等 （1/1５現在） 

 

鶴岡市ボランティアセンター 

１．募金について 

（１）市役所 

    ・日本赤十字社の募金箱を設置しました。  

市役所１階市民ロビー、藤島・羽黒・櫛引・朝日・温海の各地域庁舎 

  （２）共同募金会（担当：地域福祉課） 

    ①被災者への義援金募集 

       鶴岡市共同募金委員会（事務局：社会福祉協議会）で募金箱を設置 

        ＜設置場所＞○鶴岡市社会福祉協議会本部 （鶴岡まちなかキネマ隣） 

                 ○〃  鶴岡福祉センター （にこ♥ふる２階） 

                 ○〃  藤島福祉センター （藤島庁舎内） 

                 ○〃  羽黒福祉センター （羽黒庁舎内） 

                 ○〃  櫛引福祉センター （櫛引老人福祉センター内） 

                 ○〃  朝日福祉センター （朝日庁舎内） 

                 ○〃  温海福祉センター （温海庁舎内） 

    ②被災地を支える人を支えるための支援金「ボラサポ・令和６年能登半島地震」受付。 

       ボランティア、NPO等の活動への助成金となります。 

      こちらから確認願います https://www.akaihane.or.jp/saigai/2024noto_earthquake/ 

    ③街頭募金 鶴岡市社協、NPO 法人鶴岡災害ボランティアネットワーク（1/14～当面の予定） 

        １月１４日（日）  S-MALL、主婦の店パル店 （１１時～１２時）     ※NPO、社協 

        １月１５日（月）  S-MALL、主婦の店パル店 （１６時～１７時）     ※NPO、社協 

荘内神社  （どんと祭会場で １６時～１８時過ぎ） ※NPO 

         １月１７日（水） S-MALL、主婦の店パル店 （１６時～１７時）     ※NPO、社協 

 

２．支援物資について 

    ①石川県では、企業・団体からのまとまった量の物資のみ受付中。 

    ・企業、団体で支援希望の場合は、石川県庁厚生政策課へ連絡して調整する。 

    ・こちらから確認願います https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kousei/kanri/2024jishin.html 

・個人からの提供は受付していません。 

 

３．ボランティア活動 （現地の受入れ） 

   ・現在の、災害ボランティアセンター開設状況は、下記サイトから確認をお願いします。 

   ・ただし、受入対象者を県内や市内の方に限定しているところも多いので、随時更新される 

各災害ボランティアセンターのホームページをご確認下さい。 

   （参考）全国社会福祉協議会ホームページ（各災害ボラセン状況） 

https://www.saigaivc.com/202401notojishin/tokusetsu/ 

 

現時点では、鶴岡市ボラセンで被災地へ行くボランティア募集を行っておりません。 

https://www.akaihane.or.jp/saigai/2024noto_earthquake/
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kousei/kanri/2024jishin.html


４．ボランティア活動 （鶴岡市民の動き） 

（１）石川県珠洲市で炊き出し活動 

NPO 法人鶴岡災害ボランティアネットワークが、現地との調整と、鶴岡多くの方々の支援

と協力をいただいて、「炊き出し活動」に向かいました。 

    令和６年１月１１日（木） 午後１時出発  （鶴岡市役所前） 

１２日（金） 活動予定   (珠洲市緑丘中学校避難所) 

１３日（土）鶴岡到着予定 

         ○鶴岡からの５名と、珠洲市に入っている NGO メンバー等と合同で活動（５００食） 

  鶴岡市社協・ボランティアセンターでは、準備段階から行政等との調整や、現地で支援しているウェザーハート

災害福祉事務所千川原代表等との情報共有、側面的なサポート等を行い、この活動を応援してきました💛 

 

 ＜準備等> 

 

 

＜炊き出し用大鍋に多くの市民の皆さんが寄せ書き> 

 

①１月７日（日）～１月１０日(水)  

鶴岡まちなかキネマ内 

②１月１１日（木）午前～出発まで 

鶴岡市ボランティアセンター、市役所前 

▲野菜類は庄内青果市場より！ ▲寒だらは庄内浜文化伝道師有志より ▲他にも多くの企業、団体、個人の皆さま 

 より食材、資材等の提供がありました！ 

▲1/6 から準備と調整等がスタート！ ▲1/9 から徐々に積み込み開始！ ▲1/10 17時から 炊き出しメンバー

と支援者、社協職員等による 

最終打合せ（ボランティアセンターで） 



＜1/11 12:10～13:00 積み込み～出発式～鶴岡を出発＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○NPO村井代表挨拶 

○鶴岡市社協山木会長 

   激励のメッセージ 

○メンバー全員から一言 

○寒だら、大鍋等の積み込み 

○市防災安全課より 

  段ボールベッドの提供 

○タマツ（株）社長より 

  杖等の提供 

○途中から、帰庁した皆川 

  市長がメンバーを激励 

○メンバー出発 
 ※山形県内テレビ局全５社で 

   ニュース映像をネット配信中。 

  （各社ごと視聴可能期間あり） 

鶴岡のNPO、企業、団体、行政、社協等の連携を 

強く感じられた素晴らしい場面でした💛 



＜1/1２ 珠洲市緑丘中学校避難所で炊き出し活動＞ 

 

 

 

☜ 避難所のあとに訪問 
した、珠洲市災害ボランティアセンターのスタッフの 
皆さん。発災後、手を込めた温かい料理は初めて 
だと、とても喜んでいただいたとのことです     

 

 

なお、現地ではまだ人命救助、捜索等が行われ、道路状況、ライフライン等、かなり厳しい状況にあり、ボランティ

アの受入れは行えない地域がほとんどです。今回の炊き出し活動は、珠洲市災害ボランティアセンター支援に入っ

ているウエザーハート災害福祉事務所の千川原代表や NGO 等と情報共有する中で、必要な支援活動として取

り組んだものです。 

11 日（金）の宿泊地、富山県高岡市

のホテル到着は、鶴岡出発から８時間半

後の午後９時３０分頃。（左の写真） 

翌日は、朝４時出発で珠洲市に入り、 

設営、準備、配食、避難している方々への

声かけ等を行い、その後珠洲市災害ボラセ

ンにも「寒だら鍋」を持参して訪問。 

鶴岡には 13日（土）午後 8時すぎに

到着。５人のメンバーが、鶴岡の皆さんの

温かい想いと食事を届けてきてくれました。 

避難している方は 

約３２０名。 

庄内鶴岡の温かい 

寒だら鍋が、厳しい日々

が続いている人たちの 

身体と心を少しでも温め

られたなら、嬉しいです。 


